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新しい公共支援事業の成果等報告

（業務を受託した中間支援組織等分）

１．成果等報告

受託業務名 [提案方式導入]新しい公共を支える資源循環の基盤づくり事業

事業の種別 ☑活動基盤整備支援 □寄附募集支援 □融資円滑化支援 □利子補給 □その他

（複数回答可）

受託者名 特定非営利活動法人なばりNPOセンター

実施期間 平成２３年１０月 １日～平成２４年３月３１日

受託金額 ３，５００，０００円

受託内容 ＮＰＯや市民のために、ＮＰＯの活動や寄付税制についての講座やイベントを開く。

それらを通じて、ＮＰＯの寄付の獲得、ＮＰＯや中間支援組織の認識化の促進、多

様な主体との協働などを目指し、事業規模を拡大していく。

■平成２３年度に達成しようとする成果

講座各種５種実施

FM放送実施

寄付システムの完成

得られた成果

及び自己評価

講座各種５種実施 ・・・ 達成予定

FM放送実施 ・・・ 実施中

寄付システムの完成 ・・・ 検討中

■達成しようとする成果を測る具体的な指標

項目①（講座延参加者） 目標値（ １００人 ）／実績値（ ２００人）

項目②（企業参加） 目標値（ １０社 ）／実績値（ ３社）

項目③（寄付金獲得） 目標値（ ５０万円 ）／実績値（ ３０万円）

■成果指標の達成状況 および事業の効果

NPO法改定 NPO税制改正や寄附講座など、予想外に関心が無いことに唖然とし

ている。NPO 関係者も、寄付金獲得講座等 とても関心があると思っていたのに、

参加者は少なかった。(１０名まで)。ワールドカフェなどについては、前回以上の

参加があり、「プラットフォーム」的な場を求めている市民がいることは確認できた。

今後どのような支援が必要なのか検討中。

■改善点

事業計画に変更はないが、もう少し広報宣伝活動を考えて取り組んで行きたい。

また、伊賀市内の各地で行う事業に際しては、地縁団体との協力協働を行い、現場

のニーズに沿った取り組みを行って行きたい。その為に、地域のコアのメンバーと

事前の打ち合わせを行い、実行に向けて準備をしたい。

また、伊賀市のまちづくり推進課の人たちとも意見交換を行い、地域でのニーズ
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を捕まえる努力をしていきたい。

評価ラ

ンク

□Ｓ：特に優れた成果が得られた □Ａ：優れた成果が得られた ☑Ｂ：一定の成果

が得られた □Ｃ：限定的であるが成果が得られた □Ｄ：成果が得られなかった

（該当する評価にㇾ を付けてください。）

２．添付書類

その他参考となる書類 ※ 都道府県において適宜設定すること。


